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第十二回 「留用」された日本人



ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
で
の
敗
戦
の
後
、

海
外
に
は
多
く
の
日
本
人
が
残
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
数
は
？

①
約
６
万
人

②
約
６
０
万
人

③
約
６
０
０
万
人 Ｑ



敗
戦
後
の
海
外
邦
人

〔
解
説
〕

敗
戦
時
、
海
外
に
は
軍
人
・
民
間
人
あ

わ
せ
て
六
百
六
十
二
万
人
の
日
本
人
が
い

た
。

【出典】『一億人の昭和史4』(毎日新聞社1975年)



「
留
用
」
さ
れ
た
人
々

〔
解
説
〕

戦
後
、
海
外
邦
人
の
集
団
引
揚
が
行
わ

れ
、
ア
ジ
ア
や
太
平
洋
の
各
地
か
ら
六
三

九
万
人
が
帰
国
し
た
。

そ
の
間
、
ソ
連
に
は
軍
人
を
中
心
と
す

る
五
十
八
万
の
日
本
人
が
抑
留
さ
れ
、
過

酷
な
労
働
に
よ
っ
て
五
万
五
千
人
が
死
亡

し
た
。

一
方
、
中
国
に
も
「
留
用
」
と
い
う
名

の
も
と
に
抑
留
さ
れ
た
約
一
万
人
の
日
本

人
が
い
た
。

か
つ
て
の
敵
国
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た

彼
ら
は
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
経
験
を
し

た
の
だ
ろ
う
か
。
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第一節 国共内戦



国
共
内
戦

〔
解
説
〕

一
九
四
五
年
、
終
戦
に
よ
っ
て
平
和
な

時
代
を
迎
え
た
日
本
と
は
対
照
的
に
、
ア

ジ
ア
で
は
そ
の
後
も
戦
争
の
惨
禍
が
続
い

て
い
た
。

中
国
で
は
終
戦
の
翌
四
六
年
、
共
産
党

と
国
民
党
と
の
間
で
三
年
に
お
よ
ぶ
内
戦

が
勃
発
し
た
。
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中国共産党の指導者・毛沢東(1893-1976) 中国国民党の指導者・蒋介石(1887-1975)



NHKスペシャル「映像の世紀 独立への道」より（03:30）



第二節 「留用」された日本人



麦
倉
元(

一
九
一
五
～
？)

〔
解
説
〕

愛
媛
県
三
津
浜
町
の
医
師
の
家
庭
に
生

ま
れ
る
。
一
九
四
一
年
、
北
海
道
大
学
医

学
部
を
卒
業
後
、
軍
医
候
補
と
し
て
満
州

に
渡
る
。

国
共
内
戦
に
よ
り
医
療
従
事
者
が
不
足

す
る
中
、
四
六
年
、
中
国
共
産
党
が
旧
満

州
で
編
成
し
た
東
北
民
主
連
軍
に
「
留

用
」
さ
れ
、
五
三
年
に
帰
国
す
る
ま
で
、

七
年
に
わ
た
っ
て
医
療
活
動
に
従
事
し
た
。

〔
参
考
〕
高
恩
顕
主
編

『
中
国
人
民
解
放
軍
第
四
野
戦
軍
衛
生
工
作
史
』

(

人
民
軍
医
出
版
社

二
〇
〇
〇
年)



NHKスペシャル「『留用』された日本人」より（07:54）



林
弥
一
郎(

一
九
一
一
～
九
九
年)

〔
解
説
〕

大
阪
府
南
河
内
郡
藤
井
寺
町
の
農
家
に

生
ま
れ
る
。
中
学
卒
業
後
、
陸
軍
に
入
り
、

関
東
軍
の
教
育
飛
行
団
練
成
飛
行
隊
長
と

し
て
終
戦
を
迎
え
る
。

戦
後
、
中
国
共
産
党
か
ら
空
軍
の
創
設

に
協
力
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
、
部
下
三
百

名
と
と
も
に
「
留
用
」
。
五
六
年
に
帰
国

し
た
。

〔
参
考
〕
中
国
中
日
関
係
史
学
会
編
『
友
誼
鋳
春
秋
巻
一
』

(

新
華
出
版
社

二
〇
〇
二
年)



NHKスペシャル「『留用』された日本人」より（12:04）



第三節 東西冷戦の中の帰国
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NHKスペシャル「映像の世紀 独立への道」より（03:30）
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朝鮮戦争(1950～53年)



朝
鮮
戦
争―

東
西
対
立
の
時
代
へ

〔
解
説
〕

国
共
内
戦
に
勝
利
し
た
中
国
共
産
党
は

一
九
四
九
年
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立

を
宣
言
す
る
。

し
か
し
、
米
ソ
両
国
を
中
心
と
す
る
東

西
対
立
が
深
ま
る
中
、
建
国
か
ら
わ
ず
か

一
年
後
の
一
九
五
〇
年
、
中
国
は
朝
鮮
戦

争
に
参
戦
す
る
。



小
木
曽
博
子(

一
九
三
一
～
？)

〔
解
説
〕

岐
阜
県
恵
那
郡
上
村
の
農
家
に
生
ま
れ

る
。
一
九
四
五
年
、
高
等
小
学
校
卒
業
後
、

一
四
歳
で
満
州
に
渡
る
。

四
六
年
、
東
北
民
主
連
軍
に
看
護
士
と

し
て
「
留
用
」
さ
れ
る
。
五
八
年
、
帰
国
。

〔
参
考
〕
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
『
「
留
用
」
さ
れ
た
日
本
人
』

(

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

二
〇
〇
三
年)



NHKスペシャル「『留用』された日本人」より（06:13）



朝
鮮
戦
争―

東
西
対
立
の
時
代
へ

〔
解
説
〕

朝
鮮
戦
争
の
開
戦
か
ら
四
か
月
後
、
劣

勢
に
陥
っ
た
北
朝
鮮
を
支
援
す
る
た
め
、

中
国
が
参
戦
し
た
。

米
韓
を
中
心
と
す
る
国
連
軍
と
の
戦
い

の
中
、
日
本
人
飛
行
教
官
の
指
導
を
受
け

た
中
国
空
軍
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
た
ち
は
大
き

な
戦
果
を
挙
げ
、
米
軍
を
し
て
「
共
産
中

国
は
一
夜
に
し
て
世
界
の
空
軍
大
国
の
一

つ
に
な
っ
た
」
と
驚
嘆
せ
し
め
た
。



王
海(

一
九
二
五
～
？
年)

〔
解
説
〕

一
九
四
六
年
、
東
北
民
主
連
軍
航
空
学

校
に
入
学
。
林
弥
一
郎
ら
日
本
人
飛
行
教

官
の
指
導
を
受
け
る
。

朝
鮮
戦
争
の
際
、
米
軍
機
九
機
を
撃
墜
。

八
五
年
、
人
民
解
放
軍
空
軍
司
令
官
と

な
っ
た
。

〔
参
考
〕
于
文

「
中
国
空
軍
創
設
に
つ
く
し
た
日
本
人
教
官
」

（
『
人
民
中
国
』
二
〇
〇
六
年
三
月
号)



劉
玉
堤(

一
九
二
三
～
？
年)

〔
解
説
〕

一
九
四
六
年
、
東
北
民
主
連
軍
航
空
学

校
に
入
学
。
林
弥
一
郎
ら
日
本
人
飛
行
教

官
の
指
導
を
受
け
る
。

朝
鮮
戦
争
の
際
、
米
軍
機
六
機
を
撃
墜
。

の
ち
北
京
軍
区
空
軍
司
令
官
と
な
っ
た
。

〔
参
考
〕
「
劉
玉
堤
中
将
」

（
中
国
空
軍
網h

ttp
://w

w
w

.p
laaf.n

et

二
〇
一
三
年
一
二
月
一
二
日
閲
覧)



「
留
用
」
者
の
帰
国
交
渉

〔
解
説
〕

朝
鮮
戦
争
に
よ
っ
て
東
西
対
立
が
深
ま

る
中
、
「
留
用
」
者
た
ち
の
帰
国
交
渉
が

始
ま
っ
た
。

し
か
し
西
側
世
界
＝
資
本
主
義
の
日
本

と
、
東
側
世
界
＝
社
会
主
義
の
中
国
と
の

間
で
行
わ
れ
た
交
渉
は
難
航
を
極
め
た
。

一
方
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
下
に
あ
っ
た
日

本
で
は
、
官
公
庁
や
企
業
な
ど
か
ら
共
産

党
員
や
そ
の
シ
ン
パ
を
罷
免
解
雇
す
る
レ

ッ
ド
パ
ー
ジ
が
行
わ
れ
、
人
々
の
心
の
中

に
強
い
反
共
意
識
が
植
え
付
け
ら
れ
て
い

っ
た
。



NHKスペシャル「『留用』された日本人」より（07:49）



東
西
冷
戦
下
の
帰
国

〔
解
説
〕

一
九
五
三
年
、
日
本
赤
十
字
社
や
国
会

議
員
有
志
の
努
力
に
よ
っ
て
「
留
用
」
者

た
ち
の
帰
国
が
実
現
し
た
。

し
か
し
、
久
し
ぶ
り
の
故
国
で
待
っ
て

い
た
も
の
は
、
東
西
冷
戦
下
の
日
本
社
会

の
厳
し
い
現
実
で
あ
っ
た
。



NHKスペシャル「『留用』された日本人」より（05:42）



第四節 「留用」者の事跡を後世に



「
留
用
」
者
の
事
跡
を
後
世
に

〔
解
説
〕

中
国
の
研
究
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が

組
織
す
る
中
国
中
日
関
係
史
学
会
は
、

「
留
用
」
に
よ
り
新
中
国
の
建
設
に
協
力

し
た
日
本
人
の
事
跡
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
、
関
係
者
の
証
言
を
集
め
た
記
録
二
巻

を
出
版
し
た
。

•

同
学
会
編
『
友
誼
鋳
春
秋

巻
一
』

(

新
華
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年)

•

同
学
会
編
『
友
誼
鋳
春
秋

巻
二
』

(

新
華
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年)
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Ｈ
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史
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献
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友
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史
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